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の設定に向け広く発信していきたいのが、津駅周辺
整備と大門・丸之内のまちづくりプランです。
■津駅前に好機到来
津駅周辺が現在の姿になって50年が経過しよう

としています。折しも、令和２年５月の道路法の
改正により、バス、タクシー、トラック等の事業
者専用の停留施設が道路附属物として新たに位置
付けられました。駅ロータリーのバス、タクシー
乗り場を道路事業で整備し、ひいては、自家用車
の送迎スペースや歩行者空間を拡張するなど、未
来を見据えた再編事業に取り掛かるチャンスが訪
れたことになります。
　同年７月、県からお声掛けをいただき、津市も
参加して「津駅周辺道路空間検討会」で議論が始
まりました。今年度は、国・県・市が設置する
「検討委員会」に発展し、駅東口が更なる発展を
可能にする機能を備えた空間へと進化するための
調査が進んでいます。県は独自に駅前通りにおけ
る実証実験にも取り掛かりました。
　津市は、国や県の駅東口における事業の地元調
整に協力するにとどまらず、駅西口の再整備に向
けた独自調査を同時に進めることとしました。駅
西口も西部丘陵地の住宅開発に伴う利用者の増加
による混雑状況の緩和や通行車両の安全確保への
取り組みなどを求められています。西口の利便性
の向上はもちろん、東西連携のあり方を含め、津
駅が県都の玄関口にふさわしい姿になるよう、国
や県との連携を深めてまいります。
■注目される大門・丸之内
大門・丸之内では、未来ビジョンづくりが始ま

りました。今年度から国の「官民連携まちなか再
生推進事業」を活用した基礎調査を実施していま
す。大門・丸之内の将来像を描くため都市計画の
観点から調査分析し、地権者や商店主、企業、ま
ちづくり会社、商工会議所などの民間と行政が連
携して「エリアプラットフォーム」を創設するこ
とで、まちづくりを進めようとするものです。
　津都ホテル撤退後にリオ・ホテルズが進出し、
現在、津センターパレスビルは改装工事の真っ最
中です。４月下旬に開業予定の新しいホテルは、
その斬新なデザインとおしゃれな空間に滞在する
こと自体を目的とする宿泊客の獲得を目指してお
り、大門・丸之内に新たな魅力が加わるものと期
待されています。地元の皆さまからは、これを機
に、まちの姿を思い切って変えていきたいという
お声を頂くようになりました。
　駅前整備が国土交通省の道路局所管であり、
ゴールが直轄国道23号事業の実施であるのに対
し、都市局の予算を頂いている大門・丸之内の事
業はまちの未来の姿を描き、地域の皆さまのご希
望を伺いながら、目指す土地利用の方向性を次期
都市マスタープランに反映させることがゴールと
なります。必要とあらば都市計画決定を変えてい
くことも視野に入れ、思い切った未来ビジョンを
策定します。
　津市の核と位置付けられている駅前と大門・丸
之内のプロジェクトは、コロナ禍で社会が大きく
変容する中でのスタートとなりました。細やかな
情報発信を心掛け、将来を見据えたまちづくり
に、より多くのご意見を頂戴しながら、広い視野
と緻密な戦略をもって歩みを進めてまいります。
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夢をかたちに

　国道23号の江戸橋・白塚口間は渋滞が激しい場
所です。朝は、市中心部に向かう南行きだけでな
く、三重大学病院前に右折する車が滞る北行きの
双方向で車の長い列ができてしまいます。
　国道の西側で中勢バイパスの工事が進む中、東
側にも津市を南北に貫く道路を建設し、渋滞解消
を図ろうとするのが、昭和48年に都市計画決定さ
れた河芸町島崎町線です。この県道は、津松阪港
海岸栗真町屋工区の堤防整備が平成23年度に事業
化されたことに伴い、堤防と一体施工する三重大
学東側から建設が始まりました。
■期待される「第３の江戸橋」
工事は志登茂川左岸河口付近から北に向かう形で
進められていますが、南に向けて志登茂川河口に橋
が架かり、国道23号江戸橋三丁目と島崎町が直接
つながらなければ、江戸橋北詰交差点に車が集中す
る問題の解決にはなりません。津市は、この「第３
の江戸橋」の実現を一貫して県に要望してきたもの
の、多大な事業費を要することから、県の前向きな
姿勢が示されることはありませんでした。
　平成28年春に堤防兼用区間1.0kmが完成した
後、栗真町屋町から白塚町に向け北進する道路工
事を見守る地元の方々にも、南側の志登茂川河口
架橋は「夢の懸け橋」と称され、事業化はまだ先
のことと受け止められていました。
　そこで、津市は都市の交通体系の骨格形成に大き
く影響する架橋の早期実現を目指し、平成29年
夏、河芸漁港から上野地区海岸の1.2km区間に、堤
防整備と一体施工する形で市道を建設することを決
定しました。県のみならず市も河芸町島崎町線の整
備に参画することで北進のスピードアップを図り、
県に志登茂川を渡る南進架橋の着工を粘り強く求め
ることが最良の方策だと判断したからです。
　今年度、ついに県内部で事業の優先順位の調整
が行われ、橋梁区間を含む道路予備設計と路線測
量、地質調査の予算が措置されました。北進を道
路事業で進めながら、同時に南進を街路事業で着
手する予算が確保され、「第３の江戸橋」が構想
図から設計図面へと変わる局面を迎えたのです。
■発信が共感を呼ぶ
困難なプロジェクトを「夢」で終わらせないた

めには、事業化への意欲を力強く表明し、行動に
移す必要があります。これまでも、中勢バイパス
の４車線化や大谷踏切の拡幅など、実現への道筋
が見えない段階から、掛け声倒れとの批判も甘ん
じて受ける覚悟で、事業の必要性をあらゆる場面
で訴えてまいりました。
　声を上げることでプロジェクトへの関心が高ま
り、問題解決に向けた知見が集まります。市民の
励ましが推進力となり、行政内部からも障害を乗
り越える方策が生み出されるなど、各方面のご理
解をいただいて道が開けてきたことは本当にあり
がたいことです。
　今年、未だ構想段階にあるプロジェクトで、目標


